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本日のテーマ 

 

 １）デジカメの性能向上のインパクト 

 

 ２）画像処理の進歩 

 

 ３）日食撮影自動化ツールの動向 
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デジカメの性能向上のインパクト 

デジカメの性能向上は目覚ましい。 

感度、解像度の性能向上 

手振れ補正性能の向上 

連写性能の向上 

動画撮影機能の向上 

（ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ/ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞ） 

最新の機材を使えば、誰でも簡単にきれいな日食写真が撮れる時代 

レンズ解像度の向上 

短焦点のレンズでも、迫力 
あるコロナが撮影可能に 

皆既中の光景を手持ち撮影 
することが容易に 

ダイヤモンドリングや本影錐 
などの変化を、高速かつ 
多数枚撮るのが容易に 

民生用のビデオカメラより 
高画質なムービーの撮影 

その結果、日食写真撮影にも 

様々な恩恵をもたらしている 
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画像処理の進歩 

パソコンの処理能力UPと画像処理ソフトの機能アップにより、 

複雑な画像処理もストレス少なく行えるようになってきた。 

インターバル撮影 

 ＋比較明合成 
その場の雰囲気を表現する 

連続食写真、ハイライト写真 

多段階露光撮影 

 ＋コロナ再現処理 
コロナの繊細な構造を、眼で 

見た印象に合わせて再現 

インターバル撮影 

 ＋動画化 
ビデオカメラの表現力を超えた 

高精細な動画の実現 

作品作りを目指すなら、撮影と画像処理の組み合わせに 

工夫を凝らして、作者の感性を表現する時代になった。 

日食写真では、以下のような組み合わせが試みられている 



インターバル撮影＋比較明合成の例 
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構図を決めて 

日食前に１コマ 

日食中は 
 ﾘﾓｰﾄﾀｲﾏｰﾚﾘｰｽﾞで 

 自動ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ撮影 

日食後に１コマ 

 

撮影するだけで 

撮影後に、Photoshopなどで比較明合成すれば、 

連続食分写真に仕上げることができる 

日食前の背景と合成 日食終了後の背景と合成 

撮影場所の選択と、連続食分画像と背景のバランスがポイントになる 



インターバル撮影＋動画化の例 
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１秒ごとの連写で撮影したダイヤモンドリングの写真と 

多段階露光＋R-USM処理によるコロナの写真を組み合わせて 

画質が良く、複雑な画像処理も容易な、デジカメ画像を素材にしているので 

ビデオカメラでは再現が難しいイメージが再現できた例 



多段階露光＋コロナ再現処理の例 
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コロナを多段階露光で 

撮影して 

Photoshopなどで 

R-USM処理 

StellaImageなどで 

ﾛｰﾃｼｮﾅﾙｸﾞﾗﾃﾞｨｴﾝﾄ処理 

Photomatixなどで 

HDR処理 

既に多くのアマチュアが行ってるが、更なる改良の試みも模索されている 



多段階露光画像を増やす試み 
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R-USM処理などの、コロナの微細構造強調処理では、 

元画像に含まれる僅かなノイズも強調することになるので 

出来るだけ多くの多段階露出画像セットを使いたい。 

６コマからR-USM処理した画像 30コマからR-USM処理した画像 

どちらも、2009.7に  FSQ106ED＋EOS5Dmark2  で撮影した画像が元画像 
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より多くの多段階露出画像を得るために 

 １）オートブラケット（カメラ機能）＋タイマーレリーズ 

 ２）パソコン制御のオートブラケット 

 ３）専用コントローラーによる自動化 

 ４）コロナ以外の撮影も自動化するソフト 

しかし、コロナの多段階露出画像セットを得るためには、 

1コマ毎にシャッター速度を変える作業がネック 

コロナの撮影（多段階露出）を自動化する方法はないか？ 

これらの手段を、うまく使うと 

 Ａ）皆既時間をフルに活用し、効率よく多段階露出を行える 

 Ｂ）撮影に手間がかからなくなり、眼で見る時間を確保できる 
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オートブラケット＋タイマーレリーズ（１） 

オートブラケットとは、適正露出を算出するのが難しいケースで、 

オートの値以外に±振って撮る方法（撮影後適正露出コマを選ぶ） 

カメラの設定例 

1)レリーズモードは連続撮影に 

2)露出モードはM（マニュアル）に 

3)オートブラケットを９段に設定 

4)シャッター速度は、1/30sに設定 
 （1/500s、1/250s、・・・、1/2s の露出になる） 
 
5)9段ブラケット撮影に要する時間を 
 測定する → Ｔ１秒 
 
6)９コマ分のデータのメモリカードへの 
 書き込み時間を測定 → Ｔ２秒 

オートブラケット段数は通常３段だが、一部機種ではもっと多くできる 

 ・・・ ニコンとフジのデジタル一眼の上位機種で９段まで可能 

コロナの多段階露出撮影に使う場合は、 

カメラとリモートタイマーの設定がポイント 



オートブラケット＋タイマーレリーズ（２） 
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リモートコードの設定例 

 

1)ディレー時間は、０に設定 
 
2)露光時間設定を、Ｔ１秒より長く設定 
 
3)インターバルは、Ｔ２秒より長く設定 
 
4)撮影回数は、皆既継続時間÷Ｔ２を 
 計算して、少し余裕をみて設定 

皆既になったらスタートボタンを１回押すだけで、 

    →  1/500s、1/250s、・・・、1/2s の露出が繰り返される 
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PCによるオートブラケット制御 

ブラケット段数が少ないカメラの場合は、パソコンとカメラをつないで、 

多段ブラケット撮影をサポートするソフトでコントロールする方法が使える 

例えば、BreezeSystem社の 

 DSR Remote Pro (Canon用） 
 NKRemote (Nikon用） 

オートブラケッティングの設定 

インターバルタイマーの設定 
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専用コントローラーによる制御 

パソコンは、トラブルがあると再起動に時間がかかるので不安なら 

       → 専用コントローラーを用意する 

川村晶氏開発の「コロナマスター２」 
（対応カメラ＝ＥＯＳ40Ｄ/５０Ｄ、５Ｄmark2、７D） 

パーツキットの形で提供される。 

 1)バッテリーグリップの改造 

 2)コントローラの組み立て 

で、多段階露光の自動コントローラが出来る 

コロナマスター２をつないでいても 

シャッター押すことも可能なので 

ダイヤモンドリングはリモートレリーズで 

動作の様子 



コロナマスター２の組み立て法 
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コントローラ用パーツキットを入手 

はんだ付けを行って組み立て 

バッテリーグリップを用意 

いったん分解して、少し改造する 

露出設定はこのＤＩＰスイッチで 



コロナマスター２を使った作例 
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2009年7月２２日の北硫黄島沖での皆既日食の際に使用したところ、 

６分38秒間の皆既中に、１０段階露出×２２回の撮影を行うことができた 

2009.7.22 船上で撮影した３０コマを使い、R-USM法で画像処理 
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コロナ以外の撮影の自動化 

パソコン制御で、日食撮影全般の自動化を可能にするソフトが出始めている 

Moonglow Technologies社の 

Eclipse Orchestrator  

（ＣａｎｏｎとＮｉｋｏｎのデジタル一眼の 

ほとんどの機種に対応） 

カメラをUSBケーブルでパソコンにつなげば、 

日食に特化した露出シーケンスを設定できる 

（単なるオートブラケットだけでない制御） 
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Eclipse Orchestrator の設定（１） 

観測地の設定 日食の設定 カメラの設定 

撮影対象の設定 

露出シーケンスが 

自動生成される 

ビジュアル表示された露出シーケンス 
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Eclipse Orchestrator の設定（２） 

露出シーケンスの編集 

自動生成された露出シーケンスが 

不満なら、細かく修正できる 

露出シーケンス動作中の画面 

機材のセットが出来たらいつでもスタート可能 

事前にテストするためのモードもある 



Eclipse Orchestrator の設定（３） 

デモ 
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Eclipse Orchestrator の使い勝手 
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優れている点 
 １）観測場所の局地予報を計算して、露出タイミングを決めてくれる 

   （月縁補正も行うので、ダイヤモンドリングの撮影もＯＫ） 
 
 ２）様々な撮影対象に対応しており、日食中は他の作業に専念できそう 

気になる点 
 A)自動設定される露出の設定値は、私が考える適正露出とずれる 

   → 編集は可能だが、かなり手間がかかる 
 
 B)露出間隔が２秒以上と長く、 撮れる枚数が限定される 

   → 別途シャッターケーブル用意すると解決？ 

 

 C)機能が豊富なだけに、英文マニュアルを 

  熟読し、十分な事前練習を行うことが必要 
 



自動化ツールを使いこなすための注意 

予定通り作動すれば、非常に便利なツールになるが・・・ 
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うまく使って、自動化による余裕をコロナの観察時間に 

１）使いこなすには、説明書の熟読などの努力は必要 

２）操作ミス・設定ミスをしないように、十分なリハーサルを 

３）意図しないトラブルが発生した時の備えも重要 
   例えば、 

    ＊パソコンがトラブルに見舞われた時の対応 

        → バックアップ手段の準備 

    ＊雲がかかった時の臨機応変の対応 

        → 露出設定をすぐ変更できるように 
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日食の撮影法についてもっと知りたければ 

天文ガイドに連載（2012.１~12）中の 

「日食写真の撮り方講座」 単行本では、誠文堂新光社 

発行の「日食のすべて」 

コロナの画像処理方法や、コロナ以外の撮影法なども解説 



終わり 
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